
「
天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「
水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所

霜

村

叡

真

水
陸
会
と
は
、
施
餓
鬼
会

の

一
種
と
さ
れ
、
水
陸
に
飲
食
を
散
じ
て
諸
鬼
を
救
済
す
る
法
会
を
い
う
。
現
在
の
中
国
に
お
い
て
最

も
盛
大
な
仏
教
儀
礼
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
水
陸
会
の
盛
行
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
多

い
が
、
そ
の
す
べ
て
が
水
陸
会
の
法
会
全

体

の
在
り
方
に
必
ず
し
も
肯
定
的
な
見
方
の
み
と
は
限
ら
な

い
。
仏
教
寺
院
が
禅
風
を
失

い
、
寺
院
の
維
持
費
は
水
陸
会
の
収
入
に

頼
る
さ
ま
を
憂
え
る
意
見
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

水
陸
会
に
言
及
し
た
牧
田
諦
亮
氏
の
論
文
に
よ

っ
て
、
そ
の
流
れ
を
追
え
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
「水
陸
」
の
語
は
遵
式

(九
六

四
～

一
〇
三
二
)
の

『金
園
集
』
が
初
出
と
さ
れ
る
。
次

い
で
、
煕
寧
四
年

(
一
〇
七

一
)
の
楊
鍔
の

「水
陸
大
斎
霊
跡
記
」
に
お

い
て
、
梁
武
帝
の
時
に
、
帝

の
夢
枕
に
立

っ
た
高
僧
が
六
道
四
生

へ
の
供
養
を
勧
め
た

こ
と
を
承
け
て
、
宝
誌
の
奏
上
に
よ

っ
て
金

山
寺
に
水
陸
会
を
興
し
た
と
い
う
水
陸
説
話
の
完
成
を
み
る
。
後
に
金
山
儀
文
に
よ
る
北
水
陸
と
呼
ば
れ
る
水
陸
会

の
起
源
と
し
て

知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
で
は
、
蘇
東
披
に
よ
る
元
祐
八
年

(
一
〇
九
三
)
の

「水
陸
法
像
讃
」
な
ど
で
も
、
梁
武
帝

の
説

話
が
定
着
し
、
水
陸
会
が
古
く
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
と
の
認
識
の
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
紹
聖
三
年

(
一
〇
九
六
)
の

宗
蹟
の

「水
陸
縁
起
」
に
も
儀
文
の
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

『仏
祖
統
紀
』

(
一
二
六
九
成
立
)
の
撰
者
南
宋
志
磐
は
、
同
三
十
三
巻

に
水
陸
斎

の
項
を
た
て
て
記
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
今

日
行
わ
れ
て
い
る
水
陸
法
会
に
用
い
ら
れ
る
儀
軌
は
、
志
磐
が
編
纂
し
た
も
の
を
雲
棲
株
宏
が
重
訂
し
真
寂
儀
潤
が
彙
刊
し
た
も
の

「
天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「水
陸
無
遮

平
等
斎
儀

」

霜
村
叡
真

一
三
一



一
三
二

に
基
づ
い
て
い
る
。
南
水
陸
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
元
叟
行
端

(
一
二
五
四
～
一
三

四

一
)
の
語
録
に
、

勅

旨
を
奉
じ
て
天
地
冥
陽
水
陸
大
会
を
七
昼
夜
に
亘

っ
て
斎
僧
千
五
百
を
以

っ
て
修
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
虚
設
を
多
く

用

い
る
北
水
陸

の
場
合
で
あ
る
と
い
う
。

以
上

の
水
陸
会
の
状
況
は
、
株
宏

の
随
筆
集

『
竹
窓
三
筆
』

の

「水
陸
儀
文
」
に
、
株
宏
自
身
が
記
し
て
い
る
。
「金
山
寺
の
本

も
亦
た
前
後
錯
雑
し
て
始
終
頭
緒
を
見
ず
。」
と
そ
れ
ま
で
の
儀
文
を
批
判
し
、
僧
侶
達
も
そ
れ
を
整
理
せ
ず
に
勝
手
気
侭
に
儀
文

を
作

っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
道
場
も
俗
人

の
気
に
入
る
よ
う
に
変
わ
り
、
「俗
中
の
看
旗
看
春
の
如
く
足
を
交
え
肩
を
摩
し

て
男
女
混
乱
し
て

…

」
と
、
本
来

の
精
神
の
失
わ
れ
た
こ
と
を
嘆
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
志
磐
の
儀
軌

の
み
が
優
れ

て
い
る
と

し

て
、
自
ら
が
重
訂
し
て
世
に
出
す
動
機
を
述
べ
て
い
る
。

北
水
陸
の
儀
文
の
存
在
は
現
在
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
本
編
で
紹
介
す
る

「天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
は
名
前
か
ら
す
る

と
北
水
陸
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
前
述

の
行
端
の
語
録
の
中
の

「天
地
冥
陽
水
陸
大
会
」
と

い
う
名
称
が

こ
の
水
陸
斎

儀

と
類
似
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
書
は
写
本
で
、
韓
国
東
國
大
學
所
蔵

の
本
で
あ
り
、

コ
ピ
ー
で
入
手
し
た
関
係
で
不
鮮
明
な
所
も
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
韓

国
で
現
在
用

い
て
い
る
と
思
わ
れ
る

『釈
門
儀
範
』
中
に

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」
が
あ
り
、
両
者
の
対
校
表
を
以
下
に
掲
載
す
る

が
、
項
目
名
、
内
容
と
も
合
致
す
る
点
が
多
く
、
こ
れ
も
ま
た
北
水
陸
の
系
統
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

本
稿

で
は
、

こ
の
両
書
を
対
照
し

つ
つ
、
そ

の
全
体
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
上
段
は

「天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
、
下
段
は

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

で
、
章
毎
に
縦
罫
線
を
入
れ
る
。
旧
字
体
、
異
体
字
は
原
則
と
し
て
現
行
の
新
字
体
と

し
た
。
文
章
の
区

切
り
方
は
お
お
む
ね
原
本
に
よ
る
が
、
各
章
句
の
配
置
が
非
常
に
見
辛
い
体
裁
で
あ

っ
た
た
め
、
あ
ま
り
原
本
の
そ
れ
に
縛
ら
れ
な

い
こ
と
に
し
た
。

コ
ピ
ー
が
不
明
瞭
で
判
読
出
来
な
か

っ
た
文
字
に

つ
い
て
は
?

マ
ー
ク
を
入
れ
た
。

表
中
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容

の
文
章
は
出
来
る
だ
け
上
下
を
揃
え
て
配
置
し
、
同

一
の
文
字
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し
て
見
易
さ
を
図

っ
た
。



通
常
、
章
の
タ
イ
ト

ル
の

一
致
す
る
も
の
が
無
い
場
合
は
空
欄
と
な
る
が
、
異
な
る
タ
イ
ト
ル
で
も
本
文
が

一
致
す
る
も
の
や
、
そ

の
逆

の
場
合
も
あ

っ
た
。
真
言
に
つ
い
て
は
、
表
記
が
異
な
る
が
内
容
が

一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
大
多
数

で
あ
り
、
煩
雑
を

避

け
る
た
め
に
ゴ
シ

ッ
ク
に
は
せ
ず
に
上
下
に
並
べ
る
に
留
め
た
。

考
察
は
次
の
機
会
に
譲
る
が
、

「
已
」
と
思
わ
れ
る
文
字
が
か
な
り
不
統

一
な

の
は
筆
写
の
際
の
誤
り
で
あ
ろ

う
し
、
そ
う
し
た

例
は
他
に
も
見
出
せ
そ
う
で
あ
る
。
真
言
の
表
記
は
そ
の
筆
録
の
時
期
を
知
る
手
掛
り
に
な
る
か
も
知
れ
ず
、
そ
う
し
た
考
察
を
次

回

の
課
題
と
し
た

い
。
多
田
氏
は
、
前
掲
論
文
中
、
お
お
づ
か
み
な
水
陸
会
理
解
と
し
て
、
「日
本

の
密
教
の
十

八
道

の
儀
軌
と
顕

教

の
五
悔
の
形
式
を
も

っ
た
俄
法
と
を
組
み
合
わ
せ
、
六
道
四
聖
に
配
当
し
な
が
ら
、
施
餓
鬼
法
を
修
じ
て
行
く
非
常
に
大
規
模
な

法
会
」
と
総
括
し
て
い
る
。
今
回
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
う
し
た
見
解
を
更
に
深
め
、
日
本

の
尺
度

に
と
ら
わ
れ
な
い
仏
教
理
解
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

〔註

〕

(1)
 

牧
田
諦
亮

「水
陸
会
小
考
」

(『中
国
仏
教
史
研
究

第
二
』
大
東
出
版
、
昭
和
五
九
年
)
よ
り
、
法
舫
の
論
説
な
ど
。

(2
)
 
牧

田

論

文

、

二

一
六

頁

～

。

(3)
 

『金
園
集
』
卍
続
蔵

一
〇
一
・

二
三
六
上
。

ま
た
更
に
八
〇
〇

年
代
中
盤
に
ま
で
遡
れ
る
と

い
う
指
摘
も
あ
る
。
千
葉
照
観

「現
中
国
で
最
も
盛
大
な
仏
教
儀
礼
-

水
陸

会
-

」
(大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
第
十
五
号
、
平
成
五
年
三
月
)
三
二
頁
～
、
及
び
追
記
参
照
。

(4)
 

楊
鍔

・
蘇
東
披

・
宗
蹟
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
嘉
泰

四
年

(
二
二
〇
四
)

の

『施
食
通
覧
』
(石
芝
宗
暁
編
纂
、
卍
続
蔵

一
〇

一

・
四

一
六

～

)

に
納

め

ら

れ

て

い
る

。

(5
)
 
大

正

蔵

四
九

・
三

二
一

中

～

「
天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
三
三



一
三

四

(6
)
 多
田
孝
正

「中
国
仏
教
儀
礼
の
現
在
と
そ
の
思
想
背
景
-

水
陸
会
を
め
ぐ

っ
て
」
(『
シ
リ
ー
ズ

・
東
ア
ジ
ア
仏
教
第
3
巻

新
仏
教
の
興
隆

東
ア
ジ
ア
仏
教
思
想
I
I』
よ
り
)
参
照
。

(7)
 

語
録

と

は

、

『
元
叟

端

禅

師

語

録

』

(
卍
続

蔵

一
二

四

・

一
)

を

指

す

。

牧

田
論

文

、

二

二
六

頁

参

照

。

(8)
 

多

田

論

文

参

照

。

使
用
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
。

「天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」

竹
庵

(高
麗
)
編
、
木
版
、
〔壬
乱
以
後
〕
刊
、

一
巻

一
冊

(五
十

四
張
)
、
番
号
は
韓

国
東
國
大
學
中
央
圖
書
館

の

『古
書
目
録
』
に
よ
る
。

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」
は
、
安
震
湖
編
輯

『釈
門
儀
範
』

(
一
九
三

一
初
版
、

一
九
七
六
第
七
版
、
二
巻

二
冊
、

一
九
八
六

年
に
大
正
大
学
天
台
学
研
究
室

へ
崔
昌
植

(法
慧
)
氏
寄
贈
)
中
、
上
編

二
四
〇
頁
～
。

多
田
氏
は
論
文
中
、
千
葉
氏
に
韓
国
の
水
陸
儀
軌
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
示
唆
さ
れ
た
旨
記
し
て
い
る
。
ま
た
筆
者

の
本
稿
執
筆

に

つ
い
て
、
多
田
氏
に
は
全
面
的
に
御
指
導
を
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



儀
軌
比
較
表「

天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
三
五



一
三
六



「天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「
水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
三
七



一
三
八



「
天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀

」
と

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
三
九



一
四

〇



「天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「
水
陸

無
遮

平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
四

一



一
四

二



「
天
地

冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「水
陸
無
遮

平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
四

三



一
四
四



「
天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀

」
と

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
四

五



一
四
六



「天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
四
七



一
四

八



「
天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「
水
陸
無
遮

平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
四
九



一
五
〇



「天
地

冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
五

一



一
五

二



「
天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
五

三



一
五

四



「
天
地

冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
五

五



一
五
六



「
天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀

」
と

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
五
七



一
五

八



「天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀
」
と

「
水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
五

九



一
六

〇



「
天
地

冥
陽
水
陸
斎
儀

」
と

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀

」

霜
村
叡
真

一
六

一



一
六

二



追
記

『釈
門
儀
範
』
編
者
に
よ
る

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀
」
の
韓
国
語
序
文
の
訳
を
掲
載
す
る
。
儀
範
編
輯
の
際
に
付
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
『事
物
起
原
』
第
八
巻
に
よ
る
梁
武
帝

の
水
陸
説
話
と
、
僧
英
禅

(道
英

の
こ
と
か
)
に
よ
る
水
陸
会

施
行
が
語
ら
れ
る
。

更
に
、
蘇
載
の
水
陸
法
像
賛
、
楊
鍔
の
儀
文
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
志
磐
、
株
宏
ら
の
重
訂
の
記
事
は
無
い
。
ま
た
韓
国
に
お
け
る
水

陸
会

の
略
史
が
付
記
さ
れ
る
中
、
高
麗
光
宗
二
十

一
年
と
は
西
暦
九
七
〇
年

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
志
磐
以
前

に
韓
国
に
お

い
て

水
陸
会
が
施
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

な
お
、
日
本
語

へ
の
訳
出
は
、
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
生

柳
嬉
承
氏
に
全
面
的
に
お
願
い
し
、
ま
た

一
部
の
語
句
に

つ
い
て
は

同
研
究
所
客
員
研
究
員

韓
京
洙

(海
雲
)
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈日
本
語
訳
〉

第
四

水
陸
斎
儀

締
起
序
言

為
汝
宣
揚
勝
会
儀

阿
難
創
設
為
神
飢

若
非
梁
武
重
陳
説

「
天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀

」
と

「水
陸
無
遮
平
等
斎
儀

」

霜
村
叡
真

一
六

三



一
六

四

鬼
趣
何
縁
得
便
宜

こ
の
讃
仏
歌
の
文
章
は
、
水
陸
縁
起
の
綱
領
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
文
章
を
詳
し
く
説
明
し
た

の
が
事
物

起
原
第
八
巻
で
あ

る
。
仰
せ
ら
れ
る
に
は
、
梁
武
帝
が
法
雲
殿
に
暮
ら
し
た
時
、
あ
る
日
の
夢
に
神
僧
が
現
れ

て
、
「六
道
四
生
の
苦
痛
が
無
量
な
の

に
、
な
ぜ
水
陸
斎
を
開
い
て
法
界
の
あ
ら
ゆ
る
霊
を
広
く
救
わ
な
い
の
で
す
か
。
あ
ら
ゆ
る
功
徳
の
中

で
水
陸
斎

が
第

一
で
あ
る
」

と
話
し
た
。
武
帝
は
夢
が
覚
め
た
後
、
こ
の
事
を
不
思
議
に
思
い
、
翌
日
、
あ
ら
ゆ
る
僧
侶
を
招

い
て
問
う
が

、
誰
も
わ
か
ら
な

か

っ
た
。
唯
、
誌
公
法
師
の
み
が
武
帝
に

「広
く
仏
経
を
調
べ
て
お
読
み
に
な
る
と
、
必
ず
そ
の
因
縁
を
お
分
か
り
に
な
り
ま
す
」

と

奏
上
し
た
。
武
帝
は

こ
れ
を
正
し
い
と
お
考
え
に
な
り
、
大
蔵
経
を
お
持
ち
に
な

っ
て
法
雲
殿
に
積
ん
で
、

昼
夜
に
お
読
み
に

な

っ
て
い
る
と
、
そ
の
中
に
、
仏
説
救
護
焔

口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
と
仏
救
面
燃
餓
鬼
神
呪
経
と
を
発
見
さ
れ
た
。
そ

の
文
の
中
に

「阿

難
尊
者
が
恒
河

の
岸

で
焔

口
餓
鬼
に
会
う
と
怖
畏
心
が
生
じ
た
。
こ
の
こ
と
を
世
尊
に
お
話
し
に
な
る
と
、
世
尊

は
即
時
に
陀
羅
尼

を

お
唱
え
に
な

っ
て
焔
口
を
救
護
し
、
平
等
に
斛
食
を
施
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
た

の
を
武
帝
は
ご
覧
に
な
り
、

こ
れ
を
根
拠
と
し

て
水
陸
儀
文
を
自
ら
撰
し
、
三
年
を
か
け
て
完
成
し
た
。
あ
る
日
の
夜
、
儀
文
を
自
ら
掲
げ
、
あ
ら
ゆ
る
蝋
燭
を
消
し
た
後
、
仏
前

に
話
す

の
に
、

「も
し
、

こ
の
儀
文
の
理
趣
が
聖
、
凡
い
ず
れ

で
も
理
屈
に
合
う
な
ら
ば
、

一
度
礼
拝
す
る
間
に
蝋
燭
が
ひ
と
り
で

に
灯
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
も
し
間
違

っ
た
点
が
あ
る
な
ら
ば
、
蝋
燭
は
消
し
た
ま
ま
に
し
て
お
い
て
下
さ

い
」
と
話
し
終
わ

っ

て
、

一
度
礼
拝
を
す
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
蝋
燭
が
灯
り
、

二
度
礼
拝
す
る
と
宮
殿
が
震
動
し
、
三
度
礼
拝
す
る
と
天
か
ら
四
花
が
撒
か

れ
て
降

っ
て
き
た
。
武
帝
が
こ
れ
に
感
激
し
て
、
天
鑑
四
年

(五
〇
四
)
二
月
十
五
日
に
金
山
寺
に
お
い
で
に
な

っ
て
儀
文
を
読
ん

で
斎
を
設
け
た
時
、
武
帝
は
自
ら
堂
に
お
上
が
り
に
な

っ
て
五
体
投
地
で
礼
拝
を
し
て
、
僧
佑
律
師
に
よ

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
人
々
の

前

で
法
文
を
朗
読
さ
せ
た
。
こ
れ
が
水
陸
斎
の
儀
式
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
き

っ
か
け
で
あ
る
。

そ
の
後
、
唐

の
成
亨
年
間
に
西
京
の
法
海
寺
の
僧
英
禅

の
夢
の
中

で
、
泰
山
府
君
に
頼
ま
れ
法
門
を
説
明
し
て
帰
り
、
方
丈
に

一



人
で
座

っ
て
い
る
と
、
ふ
と
あ
る
人
が
現
れ

て
、
「私
は
こ
の
前
泰
山
府
君
の
処
所
で
僧
に
真
心
を
も

っ
て
仕
え
ま
し
た
。
聞
い
て

み
る
と
、
世
の
中
に
水
陸
斎
と
い
う
も
の
が
あ

っ
て
、
誠
に
幽
冥
に
利
益
す
る
そ
う
で
す
。
そ
の
儀
文
は
梁
の
武
帝
の
選
集
で
、
現

在

、
大
覚
寺
に
い
る
呉
の
僧
儀
斎
が
得
た
そ
う
で
す
。
願
わ
く
ば
、
尊
師
が
そ
の
儀
文
を
得
て
、
法
に
か
な
う
よ
う
修
設
し
て
下
さ

い
」
と
告
げ
た
。
英
禅
が
承
諾
し
、
大
覚
寺
で
そ
の
儀
文
を
得

て
来
て
、
そ
の
月
の
十
五
日
に
斎
を
設
け
る
と
、
前
に
来
た
人
が
ま

た
数
十
人
の
集
ま
り
を
連
れ

て
来
て
、
謝
礼
し
て
話
す
こ
と
に
は
、
「仏
弟
子
の
私
は
秦
の
荘
嚢
王
で
あ
り
ま
す
。
」
そ
し
て

(連
れ

て
き
た
)
人
々
を
指
し
な
が
ら

「こ
の
人
達
は
箔
雎
、
穰
侯
、
白
起
、
王
翦
、
張
儀
、
陳
秒
等
で
あ
り
ま
す
。
皆
秦
の
臣
下
と
し
て

一
緒
に
罪
を
犯
し
て
陰
府
に
幽
囚
と
な

っ
て
い
た
の
で
す
。
前
に
、
梁
の
武
帝
が
金
山
寺

で
斎
を
設
け
た
時
、
前
代
の
紂
王
の
臣
下

達

は
皆
罪
を
免
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
仏
弟
子
の
私
も
暫
く
苦
痛
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
獄
政
が
決
ま

っ
て
い
な
い

の
で
解
脱
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
度
、
斎
を
行

っ
て
懺
悔
し
私
と

こ
の
臣
下
達
と
、
列
国
の
君
臣
達
と
が
皆
、
法
力
で
人
間

と

し
て
の
生
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
言

っ
て
い
き
な
り
見
え
な
く
な

っ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
英
禅
法
師
が
恒
に
水
陸
斎
を
行

っ
た
の
で
、
そ
の
法
が
世
の
中
に
広
が

っ
て
、
宋
の
時
、
蘇
戟

(東
披
)
は
水
陸
法
像

賛
を
作
り
、
煕
寧
年
間
に
東
川
出
身
の
楊
鍔
が
儀
文
三
巻
を
再
び
作
り
、
我
が
国
で
は
高
麗
の
光
宗

二
十

一
年
に
葛
陽
寺
に
水
陸
道

場
を
建

て
、
宣
宗
は
普
済
寺
に
水
陸
堂
を
建

て
、
忠
穆
王
も
水
陸
斎
を
行

い
、
李
太
祖
も
津
寛
寺
、
見
岩
寺
、
釈
王
寺
で
こ
の
斎
を

行

っ
た
。
そ
の
後
、
水
陸
斎
儀
式
が
段
々
衰
え
て
薄
れ
て
い
っ
た
が
、
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
。
さ
て
、
水
陸
と
い
う
の
は

ど

の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
仙
人
は

(浄

い
)
流
水
で
食
べ
物
を
得

て
、
鬼
は
浄
地
で
食
べ
物
を
得
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

伽
藍

の
中
で
も
、
ま
た
高

い
山
の
頂
上
で
も
そ
の
儀
式
を
行
え
ば
水
陸
斎

で
な
の
で
あ
る
。

そ
う

で
あ
る
か
ら
、
水
陸
斎
儀
式
を
行

っ
た
梁
の
武
帝
も
金
山
寺
で
、
高
麗
の
高
宗
も
帰
法
寺
で
、
朝
鮮

の
太
祖
も
津
寛
寺
で

行

っ
た

の
で
あ
る
。
今
日
、
水
陸
斎
は
河
や
海

で
行

っ
て
、
水
陸
儀
文
は
読
ま
な
い
で
常
住
勤
供
等
で
代
用
す
る
と
い
う
が
、
こ
れ

を
高
見
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
?

「天
地
冥
陽
水
陸
斎
儀

」
と

「水
陸
無
遮

平
等
斎
儀
」

霜
村
叡
真

一
六

五



一
六
六

あ
る
人
は
河
や
海
で
舫
を
繋

い
で
お
い
て
、
そ
の
上
で
斎
を
行
う
が
、
こ
れ
は
ど
ん
な
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
水
陸
で
水
字

の
み
重
大
視
し
、
本
当
の
孤
魂
を
慰
労
す
る
陸
字
は
等
閑
視
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
魚
を
放
生
す
る
斎
を
行
う
こ
と
も
水
陸
の
み
を

濫
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
当
の
仏

の
冥
加
を
蒙
る
儀
文
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
。
以
下
の
諸
篇
を
看
て
い
た
だ
き

た

い

。

編
者
付
記

水
陸
斎
作
法
順
序

転

鐘
五
下
の
後
、
大
衆
が
着
席
し
て
、
鳴
欽

一
宗
後
に
喝
香

(大
衆

一
片
没
価
香
云
云
)
(
一
五
五
項
)
と
燃
香
喝
と
灯
偶
と
三
頂

礼
を
行

っ
た
後
、
鏡
匝
鳴
鍼
し
て
合
掌
偈
と
告
香
偈
を
唱
え
た
後
に
第

一
設
会
因
由
篇
に
入
る
こ
と
。


